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下大和田・小山町谷津田だより －2022 年１２月号 No.250 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 284 回下大和田ＹＰＰ「古代米の脱穀」 2022 年１０月２９日 はれ 報告：平沼勝男 

初めにマイ田んぼの皆さんの緑米の脱穀、続いて YPP 田んぼの緑米、黒米、最

後に赤米でした。ここ数日はお天気に恵まれていたため、おだ掛けしていた稲は

良く乾いていました。そして我々の愛機、イセキのハーベスターも快調でした。

お昼少し前で作業は終了しました。収量もそこそこありました。終了後に恒例の

谷津田運動会です。この日は新種目の『わら投げ』でした。秋空の下、こどもた

ちに大人も混ざり、大変に盛り上がっていました。 

参加者２３名（大人１４名、中学生１名、小学生７名、幼児１名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第 274 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2022 年１１月 ６日（日）晴れ 報告：田中正彦 
町中でもジョウビタキの声が聞かれるようになりました。谷津田にもカシラダ

カやアオジなどの冬鳥がやってくる頃です。色づき始めた木々を眺めながら、快

晴の秋空の下、深まりつつある秋の谷津を散策しました。葦原にはカシラダカの

群れが見られ、アオジもちらほら姿を現しました。畦を歩いているとどこからと

もなく、アキアカネと思われる数百頭のトンボの群れが現れました。中には連結

産卵をしているペアも見られ、このところ心配していたアカトンボが戻ってきた

ようでした。谷津にあるヤナギに大きなハツタケを見つけて持ち帰り、秋の恵を味わいました。 

参加者８名（大人７名、専門学校生１名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 285 回下大和田ＹＰＰ「もみすり」 2022 年１１月１２日 はれ  報告：平沼勝男 
いよいよ今年のお米つくりの締めくくり、もみすりの作業を行いました。場所は昨年

と同じ伊瀬戸銘木店です。ここに大勢の人が集まりました。もみすり機は２台、ここに

籾のついたお米を入れるのは主にこどもたちです。スタッフが台を用意して、こどもた

ちがお米を投入しやすくしました。この日はもみすり以外にも燻炭づくり、焼き芋、カ

ブトムシの幼虫探し、アラビア料理試食などたくさんのイベントを楽しみました。 
        参加者４２名（大人２７名、中学生１名、小学生１４名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
下大和田 森と水辺の手入れ「畦の補修」 2022 年１１月２０日 くもり  報告：平沼勝男 
畦を２か所補修しました。一つ目は、YPP 田んぼの道路側の２枚の田んぼの真ん中

の畦。二つ目はその２枚の田んぼの道路から見て左側の奥。芦田さんのマイ田んぼと

の間の畦です。今回は板を使わずに、平たくつぶれた畔の両サイドを切り、切った土

を畔の上にのせます。附近の田んぼの泥ものせて畔を高くして、あとは良く乾かしま

す。乾くまで数カ月かかります。来年も多くの人に田んぼに来てもらうための作業で

した。                          参加者５名（大人５名） 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   
第７回下大和田 森の手入れ「自然観察路の整備」2022 年１１月２７日（日）晴れ 報告：平沼勝男 
鹿島川までの谷津田の自然観察路の整備をしました。４台の刈り払い機でアシの狩り残しの茎を刈り、除去する

作業でした。今まで歩いて 40～50 分かかったコースが、30 分足らずで行けるようになりました。これからの自然

観察会の観察路として使えそうです。これとは別に、側溝に溜まった落ち葉の除去をしました。想定していたより

も多くの落ち葉が溜まっていました。少人数での作業でしたが、それぞれ目的が達せられて気持ちよく作業を終え

ることができました。                              参加者６名（大人６名） 
                

＜小山町での活動＞ ☆１１月期の活動 報告：たんぽぽ 

イノシシ被害が例年以上にエスカレート、対策に追われる 
10月半ばより目立ち始めたイノシシ被害は、気温がぐっと下がった11 月半ば過ぎ頃(最高気温20℃以下)より一層エ

スカレートしました。YPP の田んぼ～小学校田んぼまで、全ての畦が一夜にして掘り返され、水路の埋没や畦の決壊を

起こし、修復しては掘り返されを繰り返す日々が続きました。どうやら、水を常に貯めている私たちの田んぼを好んで狙

っている様です。荒らされた畦を比較的早く修復するとともに、天然由来の忌避剤を散布するなど行い、効果を観察し

ている状況が続いています。 



☆第 209 回 小山町 ＹＰＰ「籾摺り作業」2022 年１１月２６日（土） 

今年もNGO さんに場所をお借りしてもみすりを行いました。この日は強い雨が予想され作業への影響が心配されましたが、

古民家の軒先と土間をお借りしたおかげで、快適に作業を行う事が出来ました。また、下大和田の米作りに参加されている方

１名が作業に参加され、ご自身の作られた貴重なコシヒカリも籾摺りされました。カモやイノシシ被害にあい、多少収穫は減り

ましたが、天候に恵まれ豊作の年になりました。お米の質も良かったのもうれしかったです。    参加者５名（大人５名） 

☆獣害対策の集落説明会 2022 年１１月１８日（金） 

小山町集会所にて獣害対策の集落説明会が開催され、YPP 小山から１名出席しました。千葉市の方が専門家を招

き、専門家のお話しを 1 時間半じっくりと伺いました。その後、出席者含めての意見交換でしたが、30 分という時

間ではまとまらず、2 回目も開催する事となりました。地元の方々の話では主に被害は、畑に集中している様で、

（おそらくハクビシン等が多い？）田んぼについてのお話は少なかったため、YPP 小山のイノシシによる田んぼの

深刻な被害状況について説明しました。 
 

【谷津田・季節のたより】 2022 年１１月 

＜下大和田町＞ 報告：田村光範 

古代米の脱獄も終わり、コシヒカリと合わせて籾摺りを行いました。お米作りの全ての工程が終わり、

いよいよ楽しみにまった新米が食べられますね。 
谷津田の森は一面落ち葉に、覆われて歩くとカサカサと秋の音がします。アオジやカシラダカなど谷津

田の冬鳥たちがやってきました。その中に特定外来生物に指定されているガビチョウがにぎやかに鳴いてい

ます。中国産でペットとして飼われていたものが繁殖しているそうです。 
 

＜小 山 町＞ 

11/ 7  コロコロした狸２ひき、休耕田へ走り去る(たんぽぽ) 

11/18 秋の虫たちはほぼ退場。ジョウビタキの声、小山谷津のあちこちから届く(赤シャツ親父) 
11/20 ルリビタキに遇う(高山) 

11/28 りんどう広場前の紅葉、ほぼ散って真っ赤な絨毯。(赤シャツ親父) 
 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞  ※１２月１０日に予定されていた「収穫祭」は中止になりました。      

・森と水辺の手入れ 

日 時：2022 年１２月１８日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：田んぼの畦の整備をします。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  
参加費：無料 

・第 276 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 
日 時：2023 年 １月 ８日（日） ９時 45 分～１２時 雨天決行 
内 容：冬鳥の観察を中心に、鹿島川合流部まで巡ります。  
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋 
参加費：100 円 

・第 286 回 下大和田ＹＰＰ「どんど焼きと昔遊び」 ※新型コロナ感染状況により内容等が 

日 時：2023 年 １月１４日（土） ９時 45 分～１４時 雨天中止  変更になることがあります。 

場 所：下大和田 わいわい広場 

内 容：正月飾りや、かかしをお焚き上げします。ベーゴマやけん玉などの昔あそびもします。 
持ち物：お椀とお箸、長袖長ズボンの服装、帽子、ゴミ袋、飲み物、敷物。 
参加費：３００円（小学生以上） 
 

＜小山町谷津田＞ 

▼第 210 回 小山町 ＹＰＰ「畦の整備」 
田んぼの整備を行います。来期に向け、大変地道な田作りの始まりです。 

日 時 :2022 年１２月１７日(土)  １０時～ ☆小雨決行 
場 所 : りんどう広場 

参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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